
京
都
西
往
寺
宝
誌
和
尚
像
附
属
文
書
「
誌
公
観
世
音
縁
起
」
の
翻
刻
と
紹
介

【 

資
料
紹
介 

】

神

野

祐

太

『
神
奈
川
県
立
博
物
館
研
究
報
告
─
人
文
科
学
─
』
第
五
十
一
号

　抜
刷
（
二
〇
二
五
年
一
月
）
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【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

 

伊
豆
国　

南
禅
寺　

庭
冷
山　

天
嶺
山　

浄
土
宗

【
要
旨
】

　

京
都
西
往
寺
宝
誌
和
尚
像
に
附
属
す
る「
誌
公
観
世
音
縁
起
」を
紹
介
す
る
。「
誌

公
観
世
音
縁
起
」
は
、
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
に
西
往
寺
四
世
念
蓮
社
専
誉
が

記
し
た
西
往
寺
像
に
関
す
る
縁
起
で
あ
る
。
二
部
構
成
で
、
前
半
に
中
国
に
お
け

る
宝
誌
和
尚
の
説
話
に
つ
い
て
諸
書
を
引
用
し
な
が
ら
紹
介
し
、
後
半
で
は
西
往

寺
像
の
由
来
に
つ
い
て
記
す
。
真
偽
不
明
の
言
説
を
含
め
て
、
奈
良
時
代
か
ら
江

戸
時
代
に
至
る
西
往
寺
像
の
逸
話
が
多
く
載
せ
ら
れ
る
。

　

最
も
注
目
す
べ
き
内
容
は
、
西
往
寺
像
の
伝
来
で
あ
る
。
西
往
寺
像
は
伊
豆
国

庭
冷
山
の
小
堂
に
安
置
さ
れ
て
お
り
、
疱
瘡
除
け
の
利
益
が
あ
っ
た
。
江
戸
時
代

前
期
に
は
か
な
り
損
傷
を
受
け
て
い
た
ら
し
く
、
優
婆
塞
光
舟
が
発
見
し
伊
豆
国

か
ら
西
往
寺
に
移
し
た
と
い
う
。

は
じ
め
に

　

京
都
西
往
寺
（
京
都
市
下
京
区
高
辻
通
大
宮
西
入
坊
門
町
八
三
四
）
の
宝
誌
和
尚

立
像
は
、
日
本
で
造
ら
れ
た
数
少
な
い
宝
誌
和
尚
の
彫
像
で
、
縦
に
裂
け
た
面
部
か

ら
十
一
面
観
音
菩
薩
の
顔
が
あ
ら
わ
れ
る
特
異
な
姿
で
知
ら
れ
る
。
本
像
は
京
都
府

の
寺
宝
調
査
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
三
月
、
恩
賜
京

都
博
物
館
（
現
、
京
都
国
立
博
物
館
）
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
京
都
寺
院
重
宝
新
資

料
展
で
初
め
て
一
般
に
公
開
さ
れ（

（
（

、
毛
利
久
氏
に
よ
っ
て
大
安
寺
に
安
置
さ
れ
て
い

た
宝
誌
和
尚
像
と
の
形
の
類
似
や
像
の
表
面
に
ノ
ミ
目
を
残
し
た
鉈
彫
り
像
と
し
て

紹
介
さ
れ
た（

（
（

。
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
六
月
に
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る（

（
（

。

　

本
像
に
附
属
す
る
文
書
や
額
類
に
つ
い
て
は
、
毛
利
氏
の
論
考
や
重
要
文
化
財
指

定
時
の
解
説
等（

（
（

で
触
れ
ら
れ
る
も
の
の
こ
れ
ま
で
全
文
が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
本
像
に
附
属
す
る
史
料
の
う
ち
、「
誌
公
観
世
音
縁
起
」

の
全
文
を
紹
介
す
る
。
同
書
に
は
宝
誌
和
尚
の
中
国
と
日
本
の
説
話
が
多
く
載
せ
ら

れ
て
お
り
、
後
半
に
は
西
往
寺
像
の
伝
来
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本

稿
で
は
西
往
寺
像
の
伝
来
に
注
目
し
て
み
た
い
。

一　

西
往
寺
の
概
略

　

ま
ず
、
西
往
寺
の
概
略
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
寺
史
に
つ
い
て
は
、『
蓮
門

精
舎
旧
詞（

（
（

』、『
京
都
坊
目
誌（

（
（

』、
同
寺
に
伝
わ
る
『
西
往
寺
由
緒
並
ニ
暦
代
上
人
御
戒

名（
（
（

』
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

西
往
寺
は
山
城
国
愛
宕
郡
大
宮
（
現
、
京
都
市
下
京
区
高
辻
通
大
宮
西
入
坊
門
町
）

に
所
在
し
、
山
号
を
来
迎
山
、
院
号
を
聖
衆
院
と
号
す
。
浄
土
宗
鎮
西
派
金
戒
光
明

寺
に
属
し
、
本
尊
を
阿
弥
陀
如
来
像
と
す
る
。

　

開
基
は
『
蓮
門
精
舎
旧
詞
』
で
は
慶
長
年
間
（
一
五
九
六
～
一
六
一
五
）、『
西
往

神　

野　

祐　

太

【 

資
料
紹
介 

】

京
都
西
往
寺
宝
誌
和
尚
像
附
属
文
書

「
誌
公
観
世
音
縁
起
」
の
翻
刻
と
紹
介
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寺
由
緒
』
で
は
元
和
（
一
六
一
五
〜
一
六
二
四
）
の
頃
、『
京
都
坊
目
誌
』
で
は
創
建

年
不
詳
と
す
る
が
、
源
蓮
社
秀
誉
上
人
頑
石
含
岌
（
厳
岌
頑
石
）
が
開
山
し
た
こ
と

は
三
点
と
も
に
共
通
す
る
。
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
に
類
焼
し
た
が
、
寛
政
年
中

（
一
七
八
九
～
一
八
〇
一
）
に
本
堂
を
復
興
し
た
。
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
は

葛
野
郡
朱
雀
村
長
福
寺
を
合
併
し
現
在
に
至
る
。

　

開
山
の
秀
誉
上
人
は
武
蔵
国
出
身
（『
檀
林
鎌
倉
光
明
寺
志（

（
（

』、『
蓮
門
精
舎
旧
詞
』）

と
も
相
模
国
出
身
（『
西
往
寺
由
緒
』、『
浄
土
伝
燈
総
系
譜
』
上（

（
（

、『
略
伝
集（

（1
（

』）
と
も

い
い
、
は
じ
め
道
誉
貞
把
の
も
と
で
出
家
し
、
牛
秀
上
人
の
法
嗣
と
な
り
瀧
山
大
善

寺
（
東
京
都
八
王
子
市
）
に
住
し
た
。
の
ち
に
鎌
倉
光
明
寺
の
幹
事
を
勤
め
た
後
に
、

大
津
、
摂
津
と
関
西
を
転
々
と
し
、
最
後
に
京
に
や
っ
て
き
て
西
往
寺
や
四
条
西
念

寺
、
五
条
常
徳
寺
を
開
い
た
。
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
十
二
月
八
日
に
逝
去
し
た
。

秀
誉
上
人
の
寿
像
が
西
往
寺
に
伝
わ
る（

（1
（

。

　

そ
の
後
二
世
天
蓮
社
曇
誉
上
人
岌
果
（
寛
文
四
年
〔
一
六
六
四
〕
五
月
十
二
日
寂（

（1
（

）、

三
世
法
蓮
社
寂
誉
上
人
良
空
恢
山
（
延
宝
七
年
〔
一
六
七
九
〕
五
月
三
日
寂（

（1
（

）
と
続

き
、
四
世
念
蓮
社
専
誉
上
人
甚
阿
恢
（
快
）
存
の
時
に
、
宝
誌
像
が
西
往
寺
に
も
た

ら
さ
れ
た
。

二　
「
誌
公
観
世
音
縁
起
」
に
つ
い
て

　
「
誌
公
観
世
音
縁
起（

（1
（

」
は
、
紙
本
二
十
枚
を
つ
な
い
だ
縦
三
三
・
九
㎝
、
横
九
九
九
・

八
㎝
の
巻
子
で
あ
る
。
罫
線
を
設
け
て
全
部
で
三
八
七
行
に
わ
た
っ
て
縁
起
が
墨
書

さ
れ
る
。
箱
の
蓋
裏
の
貼
紙
に
左
記
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

厨
子
左
右
聯
句
寫　

喜
捨
下
村

□
洛　

西
往
道
場
中
観
自
在
菩
薩
本
縁
起
文　

表
題
讃
句
二
枚
ト
モ　

巻
帛　

徳
丸
内

　
　
　
　

維
時
文
政
三
庚
辰
歳
次
仲
秋
上
浣　

白
井
儒
医
先
生
筆　

外
筥
池
上
氏

　

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
八
月
に
箱
と
巻
帛
を
新
調
し
た
際
に
記
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　

巻
子
に
は
題
箋
が
な
く
、
箱
裏
で
は
「
西
往
道
場
中
観
自
在
菩
薩
本
縁
起
文
」
と

記
さ
れ
る
。
本
文
中
に
西
往
寺
像
が
「
誌
公
観
世
音
ほ
さ
つ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ

と
が
み
え
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
の
墨
書
銘
が
あ
る
木
額
『
誌
公
観
世
音
略

縁
起（

（1
（

』
は
こ
の
縁
起
の
内
容
を
短
く
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
本
史
料
を
「
誌

公
観
世
音
縁
起
」
と
呼
ぶ
の
が
最
も
適
当
で
あ
ろ
う
。

　

縁
起
の
成
立
は
奥
書
に
よ
れ
ば
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
三
月
上
旬
と
み
ら
れ
、西

往
寺
四
世
念
蓮
社
専
誉
上
人
甚
阿
恢
（
快
）
存
が
撰
述
し
た
。
内
容
は
前
半
に
宝
誌

和
尚
の
事
績
、
後
半
で
は
本
像
の
来
歴
を
記
す
。
全
文
は
巻
末
に
掲
げ
た
。

　

前
半
部
は
中
国
仏
教
を
編
年
で
紹
介
す
る
『
仏
祖
歴
代
通
載
』、『
仏
祖
統
紀
』、『
釈

氏
稽
古
略
』、
日
本
で
撰
述
さ
れ
た
『
宇
治
拾
遺
物
語
』、『
観
音
感
通
伝
』、『
仏
法
神

変
集
』
等
を
参
照
し
宝
誌
の
誕
生
か
ら
逝
去
ま
で
の
神
異
僧
と
し
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
多
数
紹
介
す
る
。
い
ず
れ
も
荒
唐
無
稽
な
説
話
で
あ
る
が
、
江
戸
時
代
に
宝
誌
和

尚
が
ど
の
よ
う
な
僧
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
の
か
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
本

稿
で
は
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
説
話
に
つ
い
て
出
典
を
示
し
て
詳
述
は
し
な
い
。
そ
の
中

で
宝
誌
が
日
本
と
関
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
し
て
『
野
馬
台
詩
』
を
作
っ
た
こ
と
が
記

さ
れ
る
。『
野
馬
台
詩
』
は
宝
誌
が
つ
く
っ
た
預
言
書
と
さ
れ
、
吉
備
真
備
が
蜘
蛛
の

這
っ
た
通
り
に
読
ん
だ
と
い
う
吉
備
真
備
入
唐
絵
巻
の
挿
話
で
知
ら
れ
る
。
中
世
・
近

世
・
近
代
に
も
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
と
さ
れ（

（1
（

、
宝
誌
和
尚
と
い
え
ば
『
野
馬
台
詩
』

の
作
者
と
認
識
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

　

特
に
本
像
の
伝
来
に
つ
い
て
知
る
う
え
で
重
要
な
の
は
後
半
部
分
で
あ
る
。

　

本
像
は
梁
武
帝
が
紫
栴
檀
で
造
ら
せ
た
宝
誌
像（

（1
（

で
あ
り
、
建
康
の
鐘
山
に
安
置
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
像
を
入
唐
し
て
い
た
役
小
角
が
も
ら
い
う
け
、
帰
国
後
伊
豆
国
庭
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冷
山
に
安
置
し
た
と
い
う
。

　

本
像
は
日
本
で
造
ら
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
梁
時
代
の
仏
像
で
な
い
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
役
小
角
が
入
唐
し
た
事
実
は
な
い
。
し
か
し
、
紫
栴
檀
と
い

う
香
木
で
造
ら
れ
た
点
は
一
木
造
り
で
素
地
仕
上
げ
と
い
う
本
像
が
霊
木
か
ら
造
ら

れ
た
こ
と
を
強
く
意
識
さ
せ
る
部
分
で
あ
り
、
中
国
か
ら
の
将
来
仏
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
た
の
も
こ
の
縁
起
が
記
さ
れ
た
当
時
の
人
々
の
本
像
に
対
す
る
考
え
が
反
映
さ

れ
て
い
よ
う
。

　

ま
た
、
役
小
角
と
結
び
つ
け
る
の
も
興
味
深
い
点
で
あ
る
。
役
小
角
は
鬼
神
を
使

役
す
る
神
異
僧
と
し
て
著
名
で
あ
り
、
伊
豆
国
に
配
流
に
な
っ
た
こ
と
は
『
続
日
本

紀
』
文
武
天
皇
三
年
（
六
九
九
）
五
月
二
十
四
日
条
に
「
丁
丑
、
役
君
小
角
、
伊
豆

嶋
に
流
さ
る
」
と
み
え
る（

（1
（

。
本
像
が
伊
豆
国
に
伝
来
し
た
こ
と
か
ら
、
時
期
は
不
明

な
も
の
の
宝
誌
と
同
じ
神
異
僧
の
役
小
角
と
結
び
つ
い
た
の
だ
ろ
う（

（1
（

。

　
「
誌
公
観
世
音
縁
起
」
の
続
き
に
は
伊
豆
国
で
の
本
像
に
対
す
る
具
体
的
な
信
仰
が

述
べ
ら
れ
る
。
空
海
が
本
像
を
見
つ
け
て
草
堂
を
建
立
、
そ
の
堂
は
平
安
時
代
末
期

の
石
橋
山
合
戦
で
焼
失
し
、
伊
豆
守
（
源
）
仲
綱
が
父
源
頼
政
の
菩
提
を
弔
う
た
め

に
一
堂
を
再
建
。
粗
末
な
藁
堂
で
あ
っ
た
が
、
病
を
癒
す
誌
公
観
世
音
菩
薩
と
し
て

伊
豆
国
中
の
人
々
か
ら
信
仰
さ
れ
た
。
さ
ら
に
明
徳
元
年
（
一
三
九
〇
）
に
は
伊
東

村
近
郷
に
住
む
山
本
図
書
と
い
う
人
は
子
が
疱
瘡
に
懸
り
失
明
し
た
の
で
、
本
像
に

祈
願
し
た
。
そ
う
す
る
と
子
の
目
が
み
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
記
念
し
て
草

堂
の
あ
る
高
峯
に
石
碑
を
建
立
し
た
と
い
う
。

　

空
海
か
ら
源
仲
綱
の
内
容
は
、
空
海
が
伊
豆
国
に
来
た
と
い
う
平
安
時
代
初
期
の

記
録
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
、
源
仲
綱
は
以
仁
王
の
乱
で
父
頼
政
と
と
も
に
討
死
し

て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
い
ず
れ
も
史
実
と
は
考
え
に
く
い
。
明
徳
元
年
の
疱
瘡
治

癒
の
記
事
は
、
具
体
的
な
年
紀
が
記
さ
れ
る
数
少
な
い
例
で
あ
る
が
、
山
本
図
書
や

石
碑
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
伊
豆
国
で
信
仰
を
集
め
て
い
た
本
像
は
、「
当
尊
か
く
都
に
出
給
ふ
事

光
舟
昔
日
豆
州
在
住
の
砌
ふ
覚
に
此
尊
を
拝
み
奉
り
山
中
に
う
つ
も
れ
雨
露
の
し

た
ゝ
り
、ふ
か
く
尊
像
損
し
給
ふ
事
を
悲
し
み
彼
所
の
人
々
に
此
尊
像
を
乞
受
、遥
々

都
に
隋
身
せ
し
め
尊
像
破
壊
し
給
ふ
所
を
か
い
つ
く
ろ
ひ
、
後
世
ほ
た
い
の
た
め
に

当
寺
常
住
物
に
納
給
ふ
も
の
な
り
。
維
時
貞
享
四
年
仲
秋
時
正
日　
願
主

筧
氏
市
タ
子

光
舟

法
名

西
岡
浄
紅
善
士
喜
捨
之
」
と
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
光
舟
が
伊
豆
国
に
滞

在
中
に
拝
ん
で
い
た
も
の
で
、
損
傷
が
激
し
い
た
め
も
ら
い
う
け
京
都
に
移
動
さ
せ

修
理
を
施
し
、
後
世
の
菩
提
の
た
め
に
西
往
寺
に
寄
進
を
し
た
と
い
う
。
寄
進
後
も

本
像
の
霊
験
は
と
ま
ら
ず
、
専
誉
上
人
が
こ
の
「
誌
公
観
世
音
縁
起
」
を
完
成
さ
せ

る
二
か
月
前
の
元
禄
二
年
正
月
に
は
、光
舟
の
枕
元
に
本
像
が
立
ち
、宝
誌
像
が
「
さ

か
ゆ
る
や
補
陀
落
山
の
花
さ
か
り
」
と
一
句
詠
ん
だ
と
い
う
。

　

本
像
を
伊
豆
国
で
も
ら
い
う
け
西
往
寺
へ
寄
進
し
た
光
舟
に
つ
い
て
は
、「
誌
公
観

世
音
縁
起
」
の
中
で
「
優
婆
塞
」
と
も
呼
ば
れ
る
こ
と
か
ら
、
男
性
の
在
家
信
者
と

思
わ
れ
る
が
、
他
に
具
体
的
な
史
料
が
知
ら
れ
ず
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
え
ず
、
光
舟

が
西
往
寺
に
本
像
を
寄
進
し
た
理
由
や
西
往
寺
住
持
専
誉
上
人
と
の
関
係
も
わ
か
ら

な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
「
誌
公
観
世
音
縁
起
」
に
よ
れ
ば
、
本
像
は
鐘
山
（
梁
武
帝
造
像

を
命
ず
る
）
→
伊
豆
国
庭
冷
山
（
役
小
角
将
来
）
→
西
往
寺
（
優
婆
塞
光
舟
移
動
）
と

伝
来
し
た（

（2
（

。
前
述
し
た
よ
う
に
中
国
か
ら
の
将
来
仏
と
は
考
え
に
く
く
、
毛
利
久
氏

以
来
の
指
摘
の
よ
う
に
作
風
か
ら
平
安
時
代
に
造
ら
れ
た
と
み
る
の
が
自
然
で
あ

る
。

三　

宝
誌
像
の
原
所
在

　
「
誌
公
観
世
音
縁
起
」
中
の
「
庭
冷
山
」
は
近
世
の
地
誌
に
み
ら
れ
る
。『
増
訂
豆

州
志
稿
』
巻
四
に
「

岒
山（

（2
（

」
と
あ
り
、『
掛
川
誌
稿
』
谷
津
村
条
に
は
「
丁
令
山　

東
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の
方
海
涯
に
屹
立
す
。
上
る
こ
と
十
町
許
、
海
中
の
七
島
一
眸
に
あ
り
、
頂
上
平
か

な
る
こ
と
、
南
北
四
五
十
歩
、
東
西
二
十
餘
歩
、
少
く
水
の
溜
ま
る
所
あ
り
、
土
人

或
は
天
禮
山
と
呼
ぶ（

（2
（

、」
と
、
庭
冷
山
と
同
音
で
あ
る

岒
山
・
丁
令
山
が
あ
り
、
天

禮
山
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
現
在
の
河
津
町
に
所
在
す

る
天
嶺
山
と
考
え
ら
れ
る（

（2
（

。

　

こ
の
天
嶺
山
に
は
虚
空
蔵
堂
が
あ
っ
た
ら
し
い
。『
掛
川
誌
稿
』
谷
津
村
条
に
は
、

「
天
禮
は
僧
の
名
、
旧
天
禮
か
建
る
虚
空
蔵
堂
あ
り
、
高
峰
に
し
て
堂
守
無
に
因
て
廃

す
、
其
趾
に
虚
空
蔵
の
石
造
を
安
置
す
、
台
座
に
刻
し
て
云
、
宝
暦
七
年
辛
丑
三
月
、

吉
田
玄
知
造
立
之
」
と
み
え
、同
書
が
成
立
し
た
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
に
は
、虚

空
蔵
堂
は
廃
れ
虚
空
蔵
菩
薩
像
の
石
像
が
残
さ
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
虚
空
蔵
堂
が
い
つ
か
ら
存
在
す
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
他
に
天
禮
山

に
あ
る
堂
宇
に
つ
い
て
は
他
に
知
ら
れ
ず
、「
誌
公
観
世
音
縁
起
」
に
み
え
る
庭
冷
山

の
小
堂
は
こ
の
虚
空
蔵
堂
に
あ
た
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

天
嶺
山
の
北
麓
に
は
古
刹
南
禅
寺
が
あ
る
。
南
禅
寺
に
は
九
世
紀
か
ら
十
二
世
紀

に
か
け
て
造
ら
れ
た
仏
像
が
伝
え
ら
れ
る
。
本
尊
薬
師
如
来
坐
像
、
両
脇
侍
の
観
音
・

地
蔵
菩
薩
立
像
を
は
じ
め
、
梵
天
、
帝
釈
天
、
二
天
像
が
安
置
さ
れ
、
他
に
破
損
仏

が
多
数
存
在
す
る
。

　

南
禅
寺
に
は
多
く
の
古
仏
が
伝
え
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
創
建
に
関
わ
る
同

時
代
史
料
が
な
く
、
江
戸
時
代
ま
で
の
寺
史
に
は
不
明
な
点
が
多
い
。『
豆
州
志
稿
』

に
は
、
奈
良
時
代
に
行
基
が
開
創
し
自
刻
し
た
薬
師
如
来
像
を
安
置
し
た
と
い
う
が
、

江
戸
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
た
め
、全
て
を
信
頼
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
境

内
地
か
ら
奈
良
時
代
と
み
ら
れ
る
塑
像
の
螺
髪
が
出
土
し
て
い
る（

（2
（

。
多
数
の
古
仏
を

伝
え
る
た
め
、
大
規
模
な
寺
院
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　

本
堂
の
棟
札
に
よ
れ
ば
、
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
に
は
「
仙
洞
山
那
蘭
陀
寺

別
当
東
宝
院
八
世
権
大
僧
都
順
教
法
印
」
の
代
に
「
奉
再
興
薬
師
観
音
地
蔵
三
尊
鎮

座
精
舎
一
宇
」
と
本
堂
を
再
興
し
た
こ
と
が
わ
か
る（

（2
（

。
こ
の
時
期
に
は
那
蘭
陀
寺
と

呼
ば
れ
、
薬
師
如
来
坐
像
と
地
蔵
菩
薩
立
像
、
十
一
面
観
音
立
像
が
脇
侍
と
し
て
安

置
さ
れ
て
い
た
。『
豆
州
志
稿
』
廃
那
蘭
陀
寺
条
に
は
、
行
基
が
開
創
し
自
刻
し
た
薬

師
如
来
坐
像
を
安
置
し
た
と
い
い
、
古
に
は
大
寺
と
い
い
そ
の
後
訛
り
南
禅
寺
と
呼

ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。那
蘭
陀
寺
と
南
禅
寺
は
同
じ
寺
院
と
み
な
す
。一
方
、『
掛

川
誌
稿
』
で
は
、
那
蘭
陀
寺
と
南
禅
寺
は
別
の
寺
と
し
、
二
寺
が
同
時
に
荒
廃
し
た

の
で
、
再
興
す
る
時
に
統
合
し
て
一
つ
の
寺
と
し
て
那
蘭
陀
寺
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
説
を
載
せ
る
。

　

本
像
は
こ
れ
ら
南
禅
寺
の
仏
像
群
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
る（

（2
（

。
宝
誌
和
尚
像
と

南
禅
寺
の
仏
像
群
を
比
較
す
る
と
、
地
蔵
菩
薩
立
像
と
は
、
衲
衣
と
覆
肩
衣
の
着
け

方
が
お
な
じ
で
、
二
つ
の
衣
を
体
部
正
面
で
Ｖ
字
形
に
打
ち
合
わ
せ
、
衲
衣
の
端
を

右
足
膝
部
に
あ
ら
わ
し
、
衣
文
線
を
薄
く
彫
る
表
現
、
表
面
の
衣
文
は
あ
ら
わ
す
の

に
対
し
て
背
面
は
造
作
を
し
な
い
点
、
な
ど
の
類
似
点
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
帝
釈

天
像
の
衲
衣
の
衣
文
線
は
左
上
か
ら
右
下
に
む
か
っ
て
な
だ
ら
か
に
あ
ら
わ
さ
れ
る

表
現
や
内
衣
の
袖
口
部
の
中
央
部
を
や
や
す
ぼ
め
る
点
が
宝
誌
像
に
も
認
め
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、両
者
は
作
風
的
に
か
な
り
近
し
い
も
の
が
感
じ
ら
れ
、同

じ
工
房
で
造
ら
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

南
禅
寺
は
江
戸
時
代
に
は
荒
廃
が
進
ん
で
い
た
よ
う
で
寺
外
に
仏
像
が
流
出
し
た

よ
う
で
あ
る
。そ
の
よ
う
な
南
禅
寺
伝
来
の
伝
承
を
持
つ
仏
像
が
二
軀
知
ら
れ
る
。す

な
わ
ち
、
千
葉
・
称
念
寺
聖
観
音
菩
薩
立
像（

（2
（

（
像
高
一
四
五
・
二
㎝
、
木
造
）、
宮
城
・

成
覚
寺
聖
観
音
菩
薩
立
像（

（2
（

（
像
高
一
六
五
・
〇
㎝
、
木
造
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
、
平

安
時
代
の
作
風
を
示
し
、
一
木
造
り
の
素
地
仕
上
げ
で
、
南
禅
寺
の
諸
像
と
共
通
す

る
点
が
み
ら
れ
る
。

　

本
像
も
こ
う
し
た
南
禅
寺
周
辺
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
仏
像
の
一
軀
で
あ
ろ
う
か
。

た
だ
し
「
誌
公
観
世
音
縁
起
」
に
よ
れ
ば
本
像
は
中
世
に
は
独
尊
で
祀
ら
れ
て
い
た
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可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
早
い
時
期
に
南
禅
寺
の
諸
像
と
は
別
々
に
伝
来
し
た
と

推
測
さ
れ
る
。

四　

伊
豆
か
ら
京
へ
の
移
動

　

本
像
が
な
ぜ
伊
豆
か
ら
遠
く
離
れ
た
浄
土
宗
寺
院
西
往
寺
に
伝
わ
っ
た
の
か
理
由

は
判
然
と
し
な
い
。
秀
誉
上
人
が
相
模
国
も
し
く
は
武
蔵
国
出
身
で
あ
る
こ
と
鎌
倉

光
明
寺
に
在
籍
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
浄
土
宗
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
東
国
に

ゆ
か
り
の
あ
る
西
往
寺
に
迎
え
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

西
往
寺
で
本
像
が
安
置
さ
れ
た
の
は
誌
公
堂
で
あ
っ
た
。
誌
公
堂
は
天
明
八
年（
一

七
八
八
）
の
火
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
が
、
後
身
の
観
音
堂
（
東
面
）
が
境
内
の
南

西
隅
大
宮
通
り
に
沿
っ
て
建
っ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
は
昭
和
初
頭
の
西
往
寺
伝
来
の

境
内
図
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
こ
の
再
建
さ
れ
た
観
音
堂
の
中
に
は
「
誌
公
観
世
音
縁

起
」
箱
蓋
裏
の
貼
紙
に
み
え
る
宝
誌
像
を
納
め
る
厨
子
が
あ
り
、
厨
子
の
両
扉
に
は

白
井
儒
医
先
生
筆
の
聯
句
が
書
か
れ
て
い
た
。
大
宮
通
り
の
道
路
幅
拡
張
工
事
あ
る

い
は
太
平
洋
戦
争
の
強
制
疎
開
の
た
め
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
に
観
音
堂
は
撤

去
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
昭
和
三
十
四
年
の
境
内
図
に
は
観
音
堂
は
み
え
な
い
。
宝
誌

像
が
納
め
ら
れ
た
厨
子
や
厨
子
扉
の
聯
句
は
こ
の
時
に
失
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

む
す
び

　

本
稿
で
は
、
西
往
寺
宝
誌
和
尚
像
に
附
属
す
る
「
誌
公
観
世
音
縁
起
」
に
つ
い
て

紹
介
し
た
。
西
往
寺
像
が
、
江
戸
時
代
以
前
に
伊
豆
国
で
信
仰
を
集
め
て
い
た
霊
験

あ
ら
た
か
な
仏
像
で
あ
り
、
西
往
寺
に
移
坐
さ
れ
た
後
に
も
、
光
舟
の
夢
枕
に
た
ち

句
を
詠
む
な
ど
霊
験
を
現
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

本
稿
で
は
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
西
往
寺
像
に
附
属
す
る
も
う
一
つ

の
巻
子
「
誌
公
像
賛
」
は
、
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
か
ら
元
禄
九
年
（
一
六
九
六
）

に
か
け
て
、
複
数
の
僧
が
西
往
寺
像
を
詠
ん
だ
漢
詩
を
集
め
た
史
料
で
あ
る
。
こ
れ

ら
は
、
西
往
寺
像
が
西
往
寺
に
も
た
ら
さ
れ
た
後
、
黄
檗
僧
高
泉
性
潡
ら
が
か
か
わ

っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
高
泉
と
西
往
寺
の
関
係
や
、「
誌
公
像
賛
」
か
ら
わ
か

る
西
往
寺
像
の
京
で
の
影
響
力
に
つ
い
て
は
別
稿（

（2
（

に
て
紹
介
す
る
。

註（
1
）『
第
二
回
京
都
寺
院
重
宝
新
資
料
展
目
録
』（
京
都
府
社
会
教
育
課
・
恩
賜
京
都
博
物
館
、
一
九

四
八
年
三
月
）。
淺
湫
毅
氏
の
ご
教
示
に
よ
れ
ば
、
京
都
国
立
博
物
館
の
台
帳
に
は
昭
和
二
十

七
年
（
一
九
五
二
）
に
恩
賜
京
都
博
物
館
か
ら
京
都
国
立
博
物
館
に
な
っ
た
段
階
で
す
で
に
寄

託
品
と
な
っ
て
い
る
。

（
2
）
毛
利
久
「
宝
誌
和
尚
像
」（『
古
文
化
』
一
、一
九
四
八
年
十
月
、の
ち
に
『
日
本
仏
像
史
研
究
』

〔
法
蔵
館
、
一
九
八
〇
年
三
月
〕
所
収
）。

（
3
）
指
定
名
称
は
「
木
造
宝
誌
立
像
」。
平
成
四
年
（
一
九
九
二
）
度
住
友
財
団
の
助
成
を
受
け
美

術
院
に
よ
っ
て
修
理
が
施
工
さ
れ
た
。

（
4
）「
木
造
宝
誌
立
像
（
西
往
寺
）」
解
説
（『
月
刊
文
化
財
』
四
一
七
、一
九
九
八
年
六
月
）。
長
井

里
緒
奈
「
中
国
、日
本
に
お
け
る
宝
誌
像
と
西
往
寺
木
造
宝
誌
立
像
」（『
美
術
史
研
究
』
六
〇
、

二
〇
二
二
年
十
二
月
）。

（
5
）『
蓮
門
精
舎
旧
詞
』
第
四
四
、
西
往
寺
条
、『
浄
土
宗
全
書
』
続
一
八
、
六
八
〇
頁
上
段
。

○
西
往
寺　

山
城
国
愛
宕
郡
大
宮　

来
迎
山
聖
衆
院　

起
立
慶
長
年
中
開
基
源
蓮
社
秀
誉

厳
岌
頑
石
上
人
生
国
武
州
学
問
檀
林
幷
附
法
鎌
倉
光
明
寺
遷
化
寬
永
七
庚
午
歲
十
二
月

八
日
行
年
八
拾
歳

（
6
）『
京
都
坊
目
誌
』
下
京
第
九
学
区
之
部
、
西
往
寺
条
、
湯
浅
吉
郎
・
碓
井
小
三
郎
編
『
京
都
叢

書
』
京
都
叢
書
刊
行
会
、
一
九
一
五
年
十
二
月
、
一
八
〇
頁
。

（
7
）『
西
往
寺
由
緒
並
ニ
暦
代
上
人
御
戒
名
由
緒
沿
革
』
は
、
昭
和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
に
西
往

寺
十
八
世
聖
誉
が
記
し
た
も
の
を
昭
和
五
十
六
年
二
月
に
十
九
世
冏
後
が
書
写
し
た
史
料
で

あ
る
。
冒
頭
に
西
往
寺
の
由
緒
を
の
べ
歴
代
上
人
を
初
代
か
ら
十
八
世
ま
で
記
す
。
由
緒
沿
革
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は
左
記
の
通
り
。

　
　

由
緒
沿
革

抑
々
當
寺
創
ハ
元
和
ノ
頃
開
山
源
蓮
社
秀
誉
上
人
頑
石
含
岌
大
和
尚
ニ
シ
テ
俗
姓
ハ
藤
原

氏
相
模
鎌
倉
ノ
人
道
誉
貞
把
ニ
就
テ
出
家
シ
牛
秀
ニ
法
ヲ
嗣
グ
瀧
山
大
善
寺
ノ
主
ト
ナ
リ

次
ニ
鎌
倉
光
明
寺
ノ
幹
事
ト
ナ
ル
天
正
末
年
近
江
甲
賀
郡
三
雲
村
西
往
寺
大
阪
ニ
於
テ
西

往
寺
ヲ
建
テ
京
都
ニ
上
リ
西
念
寺
五
條
ノ
上
徳
寺
最
後
ニ
當
西
往
寺
ヲ
建
立
シ
テ
本
尊
阿

弥
陀
佛
及
ビ
善
導
圓
光
両
大
師
ヲ
脇
士
ト
シ
テ
安
置
シ
奉
リ
我
像
ヲ
自
作
シ
テ
関
東
ヨ
リ

持
チ
来
リ
シ
五
重
ノ
傳
書
ヲ
像
中
ニ
納
メ
シ
故
宗
史
上
有
名
ナ
リ
寛
永
七
年
十
二
月
八
日

寂
シ
給
フ
蓋
シ
傳
書
ハ
現
在
ナ
ク
其
後
天
明
ノ
大
火
ニ
罹
リ
一
物
モ
余
サ
ズ
記
録
ナ
ド
焼

失
セ
リ
然
レ
ド
モ
當
寺
墓
所
ノ
一
隅
ニ
開
山
堂
ア
リ
為
御
木
像
ノ
ミ
焼
失
ヲ
免
ガ
レ
シ
事

幸
ナ
リ
後
寛
政
ノ
頃
本
當
座
敷
等
洞
誉
信
暁
和
尚
再
建
シ
又
天
保
ノ
頃
諦
誉
圓
中
和
尚
庫

裡
ヲ
建
立
シ
續
イ
テ
嘉
永
年
中
ニ
常
誉
然
冏
和
尚
書
院
ヲ
増
築
シ
以
テ
現
今
ニ
及
ビ
シ
ヲ

略
記
シ
畢
ン
ヌ

　

昭
和
十
六
年

　
　

沙
門
十
八
世　

聖
誉

　
　
　

昭
和
五
十
六
年
二
月

　
　
　
　
　
　

十
九
世　

冏
後
謹
ン
デ
写
替
ス

（
8
）『
檀
林
鎌
倉
光
明
寺
志
』、『
浄
土
宗
全
書
』
一
九
、
六
四
八
頁
下
。

（
9
）『
浄
土
伝
燈
総
系
譜
』
上
、『
浄
土
宗
全
書
』
一
九
、
三
八
頁
。

（
10
）『
略
伝
集
』
含
牛
上
人
伝
、『
浄
土
宗
全
書
』
一
八
、
四
四
九
頁
上
～
四
五
〇
頁
上
。

（
11
）
秀
誉
上
人
坐
像
は
現
在
本
堂
本
尊
阿
弥
陀
如
来
坐
像
（
江
戸
時
代
）
の
向
か
っ
て
左
側
の
須
弥

壇
上
に
安
置
さ
れ
る
。『
西
往
寺
由
緒
』
で
は
、
も
と
も
と
開
山
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
と
す

る
。
ま
た
同
書
や
『
略
伝
集
』
含
牛
上
人
伝
に
は
本
像
の
像
内
に
鎌
倉
光
明
寺
の
伝
書
を
納
め

た
と
さ
れ
、こ
れ
ら
の
伝
書
を
と
り
出
そ
う
と
す
る
と
様
々
な
異
験
が
お
き
た
と
い
う
。現
状
、

こ
れ
ら
の
伝
書
は
像
内
に
は
残
っ
て
い
な
い
。

（
12
）
註
7
の
『
西
往
寺
由
緒
』。

（
13
）
註
7
の
『
西
往
寺
由
緒
』。

（
14
）
な
お
、
箱
の
側
面
に
は
京
都
国
立
博
物
館
に
よ
る
資
料
管
理
の
た
め
の
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
る
。

そ
れ
に
は
「
誌
公
縁
起
／
（
宝
誌
和
尚
立
像
附
属
品
）
／
西
往
寺
／
（
美
）
九
七
六
」
と
あ
る
。

（
15
）
註
2
の
毛
利
論
文
。
木
額
の
裏
に
は
墨
書
銘
が
あ
り
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
十
月
西
往
寺

十
四
世
諦
誉
の
代
に
中
井
半
兵
衛
が
願
主
と
な
っ
て
寄
附
し
た
と
い
う
。
内
容
は「
誌
公
観
世

音
縁
起
」を
簡
略
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
寺
伝
に
よ
れ
ば
宝
誌
像
を
安
置
し
た
観
音
堂
の
正
面

に
か
け
ら
れ
て
い
た
。
現
在
、
木
額
は
所
在
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
木
額
の
拓
本
を
写
し
た
写

真
五
枚
が
西
往
寺
に
保
管
さ
れ
る
た
め
内
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。た
だ
拓
本
は
表
面
の
み

で
毛
利
氏
が
紹
介
し
た
墨
書
に
つ
い
て
は
確
認
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、ほ
ぼ
同
内
容
の
刊
本
も

存
在
す
る
が
、
本
稿
で
は
割
愛
し
た
。　

　

木
額
拓
本
の
全
文
を
左
記
に
掲
げ
る
。

　
　

誌
公
観
世
音
略
縁
起

抑
当
寺
観
世
音
ハ
、唐
土
宝
誌
大
士
の
尊
影
之
本
地
十
一
面
観
音
ハ
宋
太
宗
泰
始
二
年
建
康

の
東
陽
金
城
と
い
ふ
處
に
朱
氏
の
女
あ
り
。あ
る
と
き
山
に
至
り
け
れ
は
大
樹
の
上
に
鷹
の

巣
あ
り
。其
中
に
小
児
の
泣
こ
ゑ
あ
り
不
思
議
に
お
も
ひ
抱
き
お
ろ
し
家
に
帰
り
養
育
し
け

り
。此
童
七
歳
の
と
き
鐘
山
の
僧
倹
と
い
ふ
僧
の
弟
子
と
な
り
落
髪
し
て
宝
誌
禅
師
と
名
を

つ
け
給
ふ
。師
の
貌
奇
麗
に
し
て
面
ハ
鏡
の
こ
と
く
な
れ
ど
手
足
ハ
み
な
鳥
の
爪
な
れ
ば
時

の
人
其
名
を
呼
ん
て
鷹
巣
大
士
と
も
い
ひ
け
り
。
種
ゝ
の
神
変
を
あ
ら
は
し
給
ふ
に
よ
り
、

梁
の
武
帝
甚
だ
尊
信
し
た
ま
ひ
画
工
に
勅
し
て
師
の
像
を
写
し
来
れ
と
宣
告
あ
り
け
れ
ば
、

画
工
師
の
室
に
到
つ
て
像
を
写
さ
ん
と
す
る
に
師
曰
く
し
か
ら
ば
我
真
の
姿
を
現
さ
ん
。是

を
う
つ
し
留
よ
と
て
自
ら
右
の
大
指
の
爪
に
て
面
を
竪
に
つ
ん
さ
き
給
は
ば
、面
の
皮
左
右

へ
わ
か
れ
内
よ
り
も
金
色
の
十
一
面
観
世
音
尊
影
を
現
し
給
ふ
。画
工
写
し
奉
ら
ん
と
す
れ

ば
、
種
々
に
菩
薩
の
姿
を
現
し
給
ふ
。
ゆ
ゑ
に
写
し
得
る
こ
と
叶
は
ず
か
へ
り
て
、
か
く
と

奏
し
け
れ
ば
帝
直
に
誌
公
の
室
に
幸
し
た
ま
へ
ば
、師
の
相
好
尋
常
に
□
り
正
身
の
菩
薩
と

現
し
給
ふ
ゆ
ゑ
に
帝
た
つ
て
と
い
し
給
ふ
。夫
よ
り
師
ハ
帝
を
伴
ひ
て
江
の
辺
に
い
た
り
師

杖
を
以
て
水
中
を
探
り
給
へ
ハ
水
底
よ
り
一
の
木
浮
び
出
た
り
帝
こ
れ
を
叡
覧
あ
れ
ば
紫

栴
檀
の
香
木
な
り
。
其
時
師
帝
に
告
給
ふ
は
、我
姿
を
う
つ
さ
ん
と
お
ぼ
し
め
さ
ハ
此
香
木

に
て
彫
刻
し
給
へ
は
有
け
れ
ば
、則
五
尺
の
木
像
を
彫
刻
せ
さ
し
め
給
ふ
に
誠
に
生
る
が
如

く
こ
と
く
相
似
た
り
。
帝
こ
の
像
を
内
道
場
に
安
置
し
尊
敬
し
給
ふ
事
浅
か
ら
ざ
り
け
り
。

其
の
ち
我
朝
文
武
天
皇
の
御
宇
故
あ
り
て
此
尊
像
東
国
伊
豆
の
国
へ
渡
ら
せ
給
ふ
其
み
ぎ
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り
役
行
者
大
嶋
の
配
所
に
お
は
し
ま
し
て
此
像
を
尊
信
し
当
国
庭
冷
山
と
い
ふ
に
納
め
給

ひ
流
刑
の
う
ち
専
ら
印
呪
加
持
し
給
ふ
。其
後
延
暦
年
中
に
弘
法
大
師
諸
国
修
行
の
お
り
霊

夢
に
よ
つ
て
彼
地
に
お
も
む
き
給
ふ
に
此
霊
像
ま
し
ま
せ
し
か
ば
大
師
ふ
か
く
尊
ひ
給
ひ

年
久
し
く
雨
露
に
□
れ
た
ま
ふ
を
か
な
し
み
山
中
に
一
宇
の
草
堂
を
建
立
し
給
ふ
。又
年
積

て
源
の
頼
朝
公
石
橋
山
の
合
戦
の
み
ぎ
り
兵
火
の
た
め
に
草
堂
ハ
焼
失
ぬ
。し
か
れ
と
も
本

尊
ハ
恙
な
く
渡
出
給
ふ
源
三
位
頼
政
の
孫
頼
政
夫
婦
息
伊
豆
守
仲
綱
の
追
福
の
た
め
一
宇

の
堂
を
建
立
し
て
此
霊
像
を
本
尊
と
せ
ら
れ
け
り
こ
の
地
山
嵐
瘴
気
つ
よ
き
故
昔
の
堂
ハ

名
バ
か
り
に
て
本
尊
ハ
わ
づ
か
の
藁
屋
に
年
ふ
り
給
ふ
然
る
に
い
つ
と
な
く
伊
豆
国
中
の

諸
人
此
尊
像
の
尊
と
き
を
し
り
て
種
々
の
祈
願
を
か
け
奉
る
に
一
つ
と
し
て
叶
は
ず
と
い

ふ
事
な
し
。取
分
て
諸
の
病
苦
を
救
ひ
給
ふ
重
病
の
輩
ハ
日
夜
に
参
詣
を
な
し
て
本
復
せ
ず

と
い
ふ
事
な
し
。故
に
此
尊
像
を
病
即
消
滅
の
観
世
音
菩
薩
と
唱
へ
け
り
し
か
し
此
大
士
の

御
名
実
ハ
誌
公
観
世
音
と
申
也
。貞
享
四
年
光
舟
と
い
ふ
人
豆
州
在
位
の
み
ぎ
り
此
尊
像
を

所
の
人
に
乞
受
て
都
へ
守
帰
り
奉
り
破
壊
し
給
ふ
を
繕
ひ
当
寺
に
安
置
し
奉
る
此
霊
像
我

都
に
わ
た
り
給
ふ
て
よ
り
貞
享
四
年
ま
て
九
百
八
十
九
年
に
及
べ
り
。事
実
ハ
唐
の
書
に
て

は
仏
祖
通
記
仏
祖
統
紀
釈
氏
稽
古
略
本
朝
に
て
は
宇
治
拾
遺
物
語
観
音
感
通
伝
仏
法
神
変

集
等
に
委
し
く
記
し
あ
り
故
に
こ
こ
に
は
略
す
る
而
己

　
　
　

京
大
宮
通
高
辻　

西
往
寺

（
16
）
野
馬
台
詩
の
日
本
に
お
け
る
受
容
史
に
つ
い
て
は
、
小
峯
和
明
「
予
言
者
・
宝
誌
の
変
成
─
東

ア
ジ
ア
を
括
る
─
」（
久
保
田
浩
編
『
文
化
接
触
の
創
造
力
』
リ
ト
ン
、二
〇
一
三
年
四
月
、の

ち
に
〔『
予
言
文
学
の
語
る
中
世
─
聖
徳
太
子
未
来
記
と
野
馬
台
詩
─
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

一
九
年
六
月
〕
所
収
）、
小
峯
和
明
『『
野
馬
台
詩
』
の
謎
─
歴
史
叙
述
と
し
て
の
未
来
記
─
』

（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
十
一
月
）
等
を
参
照
。

（
17
）「
誌
公
観
世
音
縁
起
」
に
は
「
誌
公
の
真
影
十
一
面
観
世
音
菩
薩
の
尊
像
」
と
記
さ
れ
る
。
同

縁
起
で
は
本
像
の
原
所
在
を
「
建
康
の
鐘
山
」
と
す
る
。
こ
れ
は
開
善
寺
に
安
置
さ
れ
た
宝
誌

像
を
意
識
し
た
記
述
と
み
ら
れ
る
が
、同
寺
に
安
置
さ
れ
た
宝
誌
像
の
形
状
に
つ
い
て
は
鏡
等

を
掛
け
る
錫
杖
を
も
っ
た
姿
で
、
面
を
裂
く
姿
で
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る

（
神
野
祐
太
「
大
安
寺
戒
明
請
来
の
宝
誌
和
尚
像
に
つ
い
て
」
津
田
徹
英
編
『
組
織
論
─
制
作

し
た
人
々
─
』
竹
林
舎
、
二
〇
一
六
年
六
月
）。

（
18
）『
続
日
本
紀
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
三
月
、
一
七
頁
。

（
19
）
宝
誌
和
尚
像
と
役
行
者
像
の
形
式
の
類
似
に
つ
い
て
は
、註
17
の
神
野
論
文
で
指
摘
し
た
こ
と

が
あ
る
。

（
20
）
毛
利
久
氏
に
よ
れ
ば
、「
寺
伝
で
は
東
寺
の
南
の
一
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、
京
都
四

条
富
小
路
の
下
村
某
が
買
求
め
て
西
往
寺
に
寄
進
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、そ
れ
と
縁
起
と
の
関

係
は
審
か
で
な
い
。或
は
光
舟
の
も
っ
て
来
た
像
が
ま
ず
東
寺
の
南
に
置
か
れ
て
い
た
と
す
べ

き
で
あ
ろ
う
か
。」（
註
2
の
毛
利
論
文
）
と
い
う
が
根
拠
は
不
明
で
あ
る
。
下
村
某
は
西
往
寺

の
檀
家
と
み
ら
れ
、明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）
銘
の
西
往
寺
祀
堂
日
牌
（
西
往
寺
蔵
）
に
名
前

が
み
え
る
。

（
21
）
戸
羽
山
瀚
編
『
増
訂
豆
州
志
稿
・
伊
豆
七
島
志
』
図
書
印
刷
、
一
九
六
七
年
十
一
月
、
一
九
七

頁
。

（
22
）『
掛
川
誌
稿　

伊
豆
国
』
郷
土
新
聞
社
、
一
九
六
六
年
六
月
、
一
三
七
～
一
三
八
頁
。

（
23
）
註
4
の
『
月
刊
文
化
財
』
解
説
。

（
24
）
上
原
美
術
館
編
『
静
岡
の
仏
像
+
伊
豆
の
仏
像
─
薬
師
如
来
と
薬
師
堂
の
み
ほ
と
け
─
』
図
録

（
上
原
美
術
館
、
二
〇
二
一
年
十
二
月
）。

（
25
）
河
津
町
教
育
委
員
会
他
『
河
津
町
史
資
料
編
』
七
（
河
津
町
の
棟
札
）、
河
津
町
教
育
委
員
会

他
、
一
九
九
三
年
十
一
月
。

（
26
）
註
4
の
『
月
刊
文
化
財
』
解
説
。

（
27
）
山
武
仏
教
文
化
研
究
会
編
『
山
武
市
の
仏
像
』
図
録
（
山
武
仏
教
文
化
研
究
会
、二
〇
一
一
年

五
月
）。

（
28
）
政
次
浩
「
仙
台
市
に
伝
わ
る
平
安
・
鎌
倉
時
代
の
仏
像
」（
仙
台
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
仙

台
市
史
』
特
別
編
三
「
美
術
工
芸
」、
仙
台
市
、
一
九
九
六
年
三
月
）。

（
29
）
神
野
祐
太
「
京
都
西
往
寺
宝
誌
和
尚
像
附
属
文
書
「
誌
公
像
賛
」・
宝
誌
和
尚
画
像
と
黄
檗
僧

高
泉
」（『
美
術
史
研
究
』
六
二
、
二
〇
二
四
年
十
二
月
）。

図
版
出
典

図　

筆
者
撮
影
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〔
付
記
〕

　

本
稿
は
、
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
足
柄
地
方
の
宗
教
彫
刻
に
関
す
る
基
礎

的
研
究
」（
J
S
P
S
科
研
費
J
P
二
二
K
〇
〇
一
七
三
、研
究
代
表
者
：
神
野
祐
太
）

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

〔
謝
辞
〕

　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
り
、
調
査
及
び
画
像
の
掲
載
に
つ
い
て
西
往
寺
住
職
桑
生
俊

教
氏
、西
往
寺
像
の
寄
託
館
で
あ
る
京
都
国
立
博
物
館
の
淺
湫
毅
氏
（
当
時
。
現
、追

手
門
学
院
大
学
教
授
）
及
び
主
任
研
究
員
竹
下
繭
子
氏
の
ご
高
配
を
賜
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
清
泉
女
子
大
学
名
誉
教
授
山
本
勉
先
生
、
早
稲
田
大
学
教
授
肥
田
路
美
先
生
、

同
志
社
大
学
教
授
井
上
一
稔
氏
、
早
稲
田
大
学
教
授
川
瀬
由
照
氏
、
京
都
大
学
准
教

授
田
中
健
一
氏
よ
り
調
査
時
及
び
折
に
触
れ
て
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
翻
刻

に
つ
い
て
は
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
元
専
門
学
芸
員
古
宮
雅
明
氏
よ
り
ご
教
示

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
し
ま
す
。

翻　

刻

【
凡
例
】

・
京
都
西
往
寺
の
宝
誌
和
尚
立
像
に
附
属
す
る
巻
子
二
軸
の
内
、「
誌
公
観
世
音
縁
起
」
の

翻
刻
で
あ
る
。

・
漢
字
・
異
体
字
等
は
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
変
体
仮
名
は
原
則
と
し
て
常
用

の
平
仮
名
と
し
た
。

・
段
落
、
句
読
点
を
付
し
た
。

・
行
取
は
体
裁
の
都
合
上
原
本
に
は
従
わ
ず
、
行
の
終
わ
り
に
」
を
用
い
た
。

・
翻
刻
に
あ
っ
た
っ
て
は
、
古
宮
雅
明
氏
（
元
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
専
門
員
）
よ
り
ご

助
言
・
ご
教
示
を
賜
わ
っ
た
。

【
本
文
】

　

抑
当
観
世
音
菩
薩
は
も
ろ
こ
し
宝
誌
大
士
の
尊
影
本
」
地
は
十
一
面
観
世
音
菩
薩
の
像
な

り
。

　

其
来
由
を
か
ん
」
か
う
る
に
如
来
滅
後
一
千
四
百
十
六
年
の
星
霜
を
経
て
、」
宋
太
宗
明

帝
泰
始
弐
年
丁
午
に
建
康
の
東
陽
に
」
金
城
と
い
ふ
所
に
朱
氏
の
女
人
有
し
に
、
有
時
山
に

至
り
」
け
れ
は
大
樹
の
上
に
鷹
の
巣
あ
り
。
其
中
に
小
児
の
」
啼
声
聞
へ
け
る
を
不
思
議
に

お
も
ひ
頓
て
い
た
き
お
ろ
」
し
家
に
か
へ
り
養
育
し
け
り
。
既
に
此
わ
ら
ん
へ
」
年
積
て
七

才
に
な
り
け
れ
は
、
鐘
山
の
僧
倹
と
い
ふ
」
僧
の
弟
子
に
送
り
、
す
て
に
出
家
落
髪
し
宝
誌

禅
師
と
」
名
を
付
給
ふ
。
常
に
専
禅
法
を
修
行
し
た
ま
ひ
折
ゝ
」
は
皖
山
剣
水
の
も
と
に
往

来
し
給
ふ
。
師
の
か
た
ち
」
奇
麗
に
し
て
面
又
鏡
の
こ
と
く
な
り
。
し
か
れ
と
も
手
」
足
は

皆
鳥
の
爪
な
れ
は
時
の
人
其
名
を
よ
ん
て
鷹
巣
」
大
士
と
も
よ
ひ
け
り
。

　

此
師
初
は
江
東
の
道
林
寺
に
往
け
」
る
か
、
後
に
は
居
所
を
も
さ
た
め
す
し
て
或
は
五
日

十
日
」
も
食
せ
さ
る
時
も
あ
り
。
し
か
る
に
此
師
折
ゝ
市
中
に
」
出
給
ふ
に
錫
杖
に
刀
お
よ

ひ
鏡
ま
た
絹
な
と
を
か
け
て
」
は
い
く
わ
い
し
種
ゝ
に
神
変
を
現
し
給
ふ
。
或
は
人
に
」
対

し
物
語
し
給
ふ
に
も
、
は
し
め
は
聞
わ
く
る
人
も
な
く
」
し
か
れ
と
も
後
に
は
お
の
つ
か
ら

其
こ
と
は
に
し
る
し
あ
」
り
。
或
は
詩
を
賦
し
て
、
諸
人
に
交
給
ふ
に
江
東
の
士
」
庶
人
皆

こ
と
〳
〵
く
此
師
に
し
た
か
ひ
け
り
。
し
か
れ
と
」
も
此
師
行
跡
定
な
く
又
持
物
に
刀
な
と

を
か
け
て
提
」
携
し
給
ふ
故
に
斉
の
武
帝
思
召
に
と
か
く
此
僧
」
は
諸
人
を
ま
と
わ
す
も
の

と
見
へ
た
り
と
て
、
や
」
か
て
永
明
七
年
に
と
ら
へ
て
篭
獄
に
入
ら
る
ゝ
。
し
か
」
れ
共
、

も
と
よ
り
通
力
自
在
の
体
な
れ
は
、
宵
に
は
」
籠
獄
へ
入
な
か
ら
あ
く
れ
は
師
市
に
出
給
ふ

を
諸
」
人
見
付
た
り
と
い
ふ
か
ゆ
へ
に
や
か
て
篭
の
中
を
み
」
け
れ
は
成
ほ
と
中
に
居
給
ひ

け
り
。

　

有
時
誌
公
獄
官
」
の
者
に
告
給
ふ
は
、
今
こ
ゝ
へ
金
鉢
に
飯
を
も
り
て
来
」
る
へ
し
。
汝

等
是
を
食
せ
よ
と
仰
ら
る
ゝ
所
に
斉
の
」
文
恵
太
子
竟
陵
王
の
子
良
両
所
よ
り
誌
公
の
も
と

へ
」
食
を
送
り
給
ふ
。
す
て
に
獄
官
の
呂
文
顕
と
い
ふ
も
の
」
此
旨
を
ふ
か
く
感
し
て
武
帝
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に
奏
聞
申
け
れ
は
」
武
帝
聞
し
召
し
て
や
か
て
誌
公
を
宮
中
に
む
か
へ
」
給
ひ
専
崇
敬
し
給

ふ
。

　

有
時
僧
正
法
献
と
云
僧
誌
公
」の
衣
な
き
こ
と
を
か
へ
り
み
て
衣
を
持
て
遣
し
給
ふ
。
使
」

者
爰
か
し
こ
と
尋
則
竜
光
寺
に
至
り
け
れ
は
昨
夜
」
誌
公
と
ま
り
た
ま
ひ
今
朝
帰
り
給
ふ
よ

し
申
け
る
。
又
罽
」
賓
寺
に
行
尋
け
る
に
爰
に
て
も
お
な
し
く
答
け
り
。」
故
に
使
の
者
も

不
思
議
に
お
も
ひ
厲
侯
伯
と
云
人
の
」
家
に
い
つ
も
行
給
ふ
と
て
尋
け
れ
は
、
い
か
に
も
昨

夜
」
こ
れ
へ
御
出
候
て
今
も
ね
ふ
り
た
ま
ひ
て
ま
し
ま
す
と
」
申
さ
れ
け
れ
は
、
使
者
是
を

聞
帰
り
て
法
献
へ
此
よ
し
」
申
け
れ
は
法
献
も
ふ
し
き
に
思
召
誌
公
は
身
を
三
所
に
わ
」
け

て
宿
り
た
ま
ふ
。
神
変
な
る
事
か
な
と
ふ
か
く
是
を
感
」
し
給
ふ
。
此
師
は
冬
の
至
て
さ
む

き
に
も
御
膚
を
あ
ら
」
は
し
た
ま
ひ
歩
行
し
た
ま
へ
は
沙
門
宝
亮
着
物
を
」
送
ら
ん
と
お
も

わ
る
ゝ
と
こ
ろ
に
、
い
ま
た
こ
と
は
に
の
へ
」
さ
る
内
に
は
や
宝
亮
の
心
を
知
り
た
ま
ひ
や

か
て
宝
」
亮
の
も
と
へ
至
り
て
衣
服
を
乞
受
給
ふ
。

　

又
其
後
天
監
」
二
年
の
事
成
に
、
誌
公
神
通
を
以
て
梁
武
帝
の
御
父
」
高
武
帝
刀
剣
地
獄

に
堕
在
し
給
ふ
見
せ
た
ま
ひ
け
」
れ
は
武
帝
是
を
み
た
ま
ひ
、
深
く
仏
法
に
帰
入
し
た
」
ま

ひ
、
誌
公
を
も
尊
敬
し
給
ふ
事
専
な
り
。

　

扨
又
天
監
」
四
年
二
月
の
事
な
る
に
、
武
帝
有
時
夢
見
給
ふ
に
」
神
僧
告
て
い
わ
く
六
道

四
生
受
苦
無
量
な
り
。
な
ん
そ
」
水
陸
無
遮
の
大
斎
会
を
な
し
て
是
を
救
済
し
た
」
ま
は
さ

る
や
と
。
み
か
と
夢
覚
て
も
ろ
〳
〵
の
沙
門
に
」
尋
給
ふ
に
大
斎
会
の
事
し
れ
る
も
の
か
つ

て
こ
れ
」
な
し
。
誌
公
武
帝
に
奏
し
て
の
た
ま
わ
く
広
く
経
」
論
を
尋
は
定
て
因
縁
あ
ら
ん

と
て
則
大
蔵
経
論
を
」
披
覧
し
給
ふ
事
日
を
積
て
三
ケ
年
に
お
よ
ひ
大
」
蔵
の
中
よ
り
因
縁

瑜
伽
集
要
救
阿
難
陀
羅
尼
焰
口
」
軌
儀
経
を
か
ん
か
へ
出
し
た
ま
ひ
、
無
遮
会
の
事
を
奏
」

聞
し
給
ふ
。
帝
是
を
き
こ
し
め
し
て
道
場
を
か
さ
り
」
平
等
の
供
物
を
そ
な
へ
た
ま
ひ
、
と

も
し
ひ
を
除
き
暗
」
夜
に
法
事
を
執
行
し
給
ひ
け
れ
は
、
食
物
霊
供
こ
」
と
〳
〵
く
餓
鬼
来

て
是
を
食
し
け
り
。
帝
ふ
し
き
」
に
お
ほ
し
め
さ
れ
暗
夜
に
香
を
た
き
三
宝
に
祈
誓
」
し
給

ふ
は
、
此
無
遮
の
斎
会
偽
り
な
く
ん
は
ひ
と
り
」
灯
を
か
ゝ
け
た
ま
へ
と
乞
た
ま
ひ
帝
一
礼

し
給
ふ
に
灯
」
明
忽
か
ゝ
や
き
け
り
。

　

又
再
拝
し
た
ま
ふ
に
宮
殿
震
」
動
し
三
礼
に
お
よ
ひ
け
れ
は
天
上
よ
り
花
ふ
り
く
」
た
る

事
雨
の
こ
と
し
。
し
か
れ
は
武
帝
奇
異
の
お
も
」
ひ
を
な
し
給
ひ
い
よ
〳
〵
仏
道
に
帰
入
あ

そ
は
さ
れ
か
」
つ
う
は
禅
師
の
御
影
な
れ
は
と
て
、
帰
伏
弥
あ
さ
か
」
ら
さ
る
も
の
か
な
。

　

扨
同
天
監
四
年
の
事
な
る
に
」
武
帝
詔
を
く
た
し
て
の
た
ま
わ
く
、
宝
誌
大
士
は
迹
を
」

五
歎
の
ち
り
に
ひ
と
し
く
し
た
ま
へ
と
も
、た
ま
し
ひ
は
」
常
に
冥
界
に
遊
給
ひ
徳
深
し
て
、

水
に
も
お
ほ
れ
た
」
ま
は
す
。
又
火
に
も
こ
か
れ
た
ま
は
す
。
毒
虵
も
か
い
す
る
」
事
あ
た

は
す
。
猛
虎
に
も
お
そ
れ
た
ま
は
す
。
常
に
」
仏
法
を
か
た
り
給
ふ
時
は
是
ほ
さ
つ
に
こ
と

な
ら
す
」
と
て
武
帝
張
僧
繇
と
云
画
工
を
め
し
出
さ
れ
勅
し
」
て
の
た
ま
わ
く
。
い
そ
き
禅

師
の
室
に
至
て
師
の
影
」
を
う
つ
し
来
れ
よ
と
勅
を
下
し
給
ふ
。
僧
繇
宣
旨
」
を
蒙
り
誌
公

の
も
と
へ
ま
か
り
、
件
の
趣
を
申
師
の
」
影
を
う
つ
さ
ん
と
せ
し
に
禅
師
の
た
ま
わ
く
、
し

か
ら
は
」
我
ま
こ
と
の
姿
を
顕
さ
ん
。
是
を
写
し
と
ゝ
め
よ
と
」
て
自
右
の
大
指
の
爪
に
て

面
つ
を
竪
に
つ
ん
さ
き
給
へ
は
」
面
の
皮
ひ
と
り
左
右
に
わ
か
り
内
よ
り
金
色
の
十
一
面

観
」
世
音
菩
薩
の
像
現
し
給
ふ
。
画
工
是
を
写
し
奉
ら
ん
」
と
せ
し
に
、
或
は
金
体
ほ
さ
つ

の
姿
と
な
り
給
ひ
種
々
」
に
神
変
を
け
ん
し
給
ふ
。
故
に
ち
か
ら
に
お
よ
は
す
」
む
な
し
く

禁
裏
に
か
へ
り
、
帝
へ
件
の
趣
奏
聞
申
さ
れ
」
け
れ
は
、
武
帝
聞
し
召
れ
い
そ
き
禅
師
の
室

に
」
行
幸
成
た
ま
へ
は
、
誌
公
相
好
尋
常
に
か
わ
り
た
ま
ひ
」
直
に
正
身
の
薩
埵
と
現
し
給

ふ
か
故
に
武
帝
玉
顔
」
に
御
涙
を
う
か
へ
給
ひ
、
ふ
か
く
尊
み
た
ま
へ
は
師
武
」
帝
に
告
て

の
た
ま
わ
く
、
い
さ
さ
ら
は
江
の
辺
に
」
お
も
む
か
ん
と
て
、
武
帝
を
と
も
な
ひ
広
々
た
る

江
の
」
辺
に
い
た
り
給
ひ
、
誌
公
杖
を
も
つ
て
水
中
を
さ
か
」
し
た
ま
へ
は
水
底
よ
り
一
本

の
木
う
か
ひ
出
る
。
禅
師
杖
」
に
て
よ
せ
給
ふ
に
随
て
岸
に
着
け
り
。
帝
是
を
ゑ
い
覧
」
ま

し
ま
せ
は
紫
栴
柦檀

の
香
木
な
り
。
其
時
誌
公
武
帝
」
に
告
給
ふ
は
、
わ
か
姿
を
う
つ
さ
ん
と

お
ほ
し
め
さ
は
此
」
香
木
に
て
う
つ
し
た
ま
へ
と
有
け
れ
は
、
武
帝
頓
て
官
」
人
達
と
も
ろ

と
も
に
師
の
影
を
木
像
五
尺
に
写
し
」給
ふ
に
生
か
こ
と
く
相
似
た
り
。
既
に
彼
像
を
帝
内
」

庭
に
安
置
し
給
ひ
尊
敬
し
給
ふ
事
浅
か
ら
さ
る
こ
」
と
な
り
。
す
て
に
禅
師
の
御
姿
常
の
こ
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と
く
に
成
給
ふ
。」

　

有
時
禅
師
聚
落
に
出
給
ふ
に
人
の
魚
類
の
あ
つ
も
の
」
を
食
せ
し
を
見
給
ひ
て
是
を
乞
受

頓
て
食
し
給
ふ
。」
い
つ
と
な
く
帝
聞
召
さ
れ
て
の
た
ま
わ
く
朕
は
二
十
年
」
あ
ま
り
魚
肉

を
食
せ
さ
る
に
和
尚
は
何
と
て
魚
肉
を
」
食
し
給
ふ
と
と
ひ
た
ま
へ
は
誌
公
の
た
ま
わ
く
彼

か
生
」
を
救
ん
か
た
め
に
是
を
食
せ
し
む
る
と
て
頓
て
食
し
」
た
ま
ふ
所
の
魚
類
を
吐
出
し

給
ふ
に
師
の
口
中
よ
り
小
」
魚
数
々
生
な
か
ら
出
け
れ
は
帝
是
を
ゑ
い
ら
ん
有
」
て
深
く
感

し
給
ふ
。
今
に
も
ろ
こ
し
秣
陵
と
云
所
に
」
誌
公
の
残
魚
と
て
是
あ
る
よ
し
伝
け
り
。

　

又
有
時
誌
公
」
行
道
の
日
化
女
忽
然
と
し
て
来
り
禅
師
と
物
語
す
。」
一
女
さ
れ
は
又
一

女
来
り
、
す
て
に
一
千
八
人
に
及
け
り
。」
其
か
た
る
所
皆
本
朝
の
事
の
み
な
れ
は
禅
師
あ
」

や
し
み
給
ひ
て
千
八
人
の
女
を
以
て
文
字
を
つ
く
り
給
」
に
乃
倭
の
字
に
な
り
け
れ
は
是
即

倭
国
の
神
な
ら
」
む
と
て
禅
師
其
女
人
の
こ
と
葉
を
記
し
十
二
韻
」
の
詩
を
つ
く
り
世
に
ひ

ろ
め
給
ふ
。
今
将
来
す
る
処
の
」
野
馬
台
の
詩
と
云
は
禅
師
の
述
作
な
り
禅
師
」
通
力
な
く

ん
は
千
八
人
の
女
人
扶
桑
の
異
人
成
事
を
」
知
ら
ん
や
。
此
詩
有
を
以
て
後
吉
備
公
入
唐
し

給
、」
観
音
大
士
の
奇
瑞
を
世
に
あ
ら
は
し
給
ふ
も
の
か
な
。」

　

又
天
監
五
年
の
冬
、
天
下
大
に
旱
は
つ
し
け
れ
は
誌
公
」
盆
に
水
を
入
給
ひ
其
上
に
刀
を

く
わ
へ
呪
し
給
ふ
に
」
忽
雨
車
軸
を
な
し
て
ふ
り
け
り
。
亦
天
監
六
年
の
」
事
な
る
に
舒
州

の
潜
山
と
云
山
は
尤
絶
景
に
し
」
て
山
麓
晴
た
る
景
地
な
り
故
誌
公
と
白
靏
道
人
」
と
両
人

と
も
に
此
山
を
望
給
ひ
帝
へ
奏
聞
申
さ
」
れ
け
れ
は
帝
の
宣
旨
に
は
二
人
共
神
通
自
在
な
」

り
お
の
〳
〵
其
地
へ
し
る
し
を
遣
し
た
ま
へ
。
は
や
き
方
」
へ
山
を
贈
ら
ん
と
の
た
ま
へ
は

白
靏
道
人
は

を
は
」
な
ち
給
ふ
に
暫
時
の
内
に
飛
行
て
羽
を
や
す
め
居
」
る
処
に
又
誌
公

は
錫
杖
を
虚
空
に
投
給
へ
は
や
す
み
」
居
る
處
の
靏
空
中
よ
り
錫
杖
の
鳴
下
声
を
聞
」
驚
た

ち
て
他
所
へ
移
り
け
れ
は
白
靏
無
念
に
お
」
も
ひ
給
へ
共
是
非
な
く
綸
言
汗
の
こ
と
く
な
れ

は
」
誌
公
彼
山
を
得
て
精
舎
を
造
営
し
給
ふ
。

　

又
陳
」
征
虜
と
云
人
は
常
に
誌
公
を
尊
敬
し
け
れ
は
誌
公
」
手
つ
か
ら
影
像
を
う
つ
し
て

お
く
り
給
ふ
。
此
像
折
」
々
光
明
耀
た
ま
ひ
て
、
ほ
さ
つ
の
像
と
成
給
ふ
と
。

　

さ
れ
」
は
大
観
四
年
の
春
二
月
、
恵
洪
と
い
へ
る
僧
わ
つ
ら
い
」
ふ
し
け
る
處
に
夢
の
内

に
僧
一
人
来
り
導
て
密
」
宝
の
内
に
至
り
と
も
し
火
を
か
ゝ
見
み
せ
け
る
に
、
宝
」
誌
大
士

の
絵
像
、
壁
に
懸
り
給
ふ
を
拝
み
心
の
内
に
」
の
そ
ま
し
く
お
も
ひ
け
れ
は
、
た
や
す
く
病

者
の
掌
」
の
内
に
入
給
ふ
。
よ
ろ
こ
ひ
こ
れ
を
見
る
に
、
影
像
忽
」
然
と
し
て
十
一
面
観
世

音
ほ
さ
つ
と
成
給
ひ
、
大
に
是
を
」
驚
き
け
れ
は
夢
は
覚
け
り
。
し
か
る
に
其
後
」
南
州
の

徳
逢
上
人
と
い
へ
る
人
よ
り
観
世
音
の
尊
像
」
を
ゑ
か
き
恵
洪
の
も
と
へ
お
く
り
給
ふ
。
其

絵
を
か
き
」
し
日
は
恵
洪
の
夢
の
折
ふ
し
に
あ
た
れ
り
と
。
扨
は
」
彼
夢
に
現
し
給
ふ
尊
像

は
、
陳
征
虜
よ
り
つ
た
は
り
し
」
像
影
な
る
へ
き
も
の
か
。

　

又
天
監
六
年
の
事
な
る
に
、」
帝
夢
に
地
獄
受
苦
の
有
様
御
覧
有
て
此
よ
し
」
禅
師
へ
御

告
あ
り
け
れ
は
、
禅
師
の
た
ま
わ
く
、
か
く
の
」
こ
と
く
の
苦
を
救
ふ
に
は
鐘
声
の
音
利
益

深
し
と
」
仰
ら
れ
け
れ
は
帝
頓
て
鐘
楼
を
建
立
し
給
ふ
。」

　

又
梁
の
武
帝
の
御
妃
、
御
懐
妊
の
刻
使
を
誌
公
の
許
へ
」
送
り
た
ま
ひ
誕
生
の
お
も
む
き

聞
給
へ
は
、
誌
公
の
た
」
ま
は
く
、
い
か
に
も
皇
子
の
御
誕
生
目
出
度
は
は
ん
へ
れ
」
共
此

皇
子
御
誕
生
の
日
、
亦
皇
子
の
あ
た
と
成
人
生
」
る
ゝ
な
り
と
い
へ
り
。
然
に
か
の
皇
子
後

に
は
晋
安
の
」
王
蕭
綱
と
申
。
又
あ
た
と
成
と
は
侯
景
か
事
な
り
。
既
」
に
後
に
は
侯
景
蕭

綱
の
あ
た
と
成
け
れ
は
、
年
数
を
」
推
尋
る
に
同
年
同
月
日
の
出
生
な
り
。
是
を
も
つ
て
」

誌
公
よ
く
未
来
の
事
迄
知
り
給
ふ
と
人
々
感
心
せ
し
」
む
る
も
の
か
な
。

　

又
会
稽
の
臨
海
寺
に
大
徳
あ
り
。
世
」
に
か
く
れ
な
き
明
通
な
り
け
る
か
、
揚
州
の
都
に

宝
誌
」
と
云
狂
気
人
有
て
遊
逸
無
懺
の
有
様
を
な
す
と
人
」
語
り
し
を
聞
て
彼
僧
い
わ
く
、

其
宝
誌
と
云
も
の
」
は
定
て
狐
狸
の
反
化
成
ら
ん
。
我
都
に
行
、
猟
犬
数
多
集
」
て
か
り
出

さ
は
、
お
の
つ
か
ら
追
拂
せ
ん
、
と
て
頓
て
犬
数
」
多
船
に
乗
、
海
に
う
か
へ
浦
江
と
云
処

へ
こ
き
出
し
西
の
」
方
へ
の
ほ
ら
ん
と
し
給
ふ
に
忽
大
風
吹
来
る
。
船
は
す
て
に
」
東
南
の

方
へ
六
七
日
の
間
吹
流
し
頓
て
一
の
嶋
に
至
り
」
け
れ
は
、
此
嶋
に
黄
金
の
塔
有
。
高
き
事

は
雲
に
そ
ひ
」
へ
け
り
。
則
此
嶋
に
あ
か
り
尋
行
ほ
と
に
一
宇
の
寺
有
。」
美
麗
成
事
か
き

り
な
し
。
し
か
る
に
此
寺
よ
り
年
の
」
こ
ろ
三
十
斗
の
僧
五
六
人
ほ
と
身
に
け
さ
を
か
け
」
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手
に
は
杖
を
つ
き
て
門
の
ほ
と
り
に
出
給
ひ
、
件
の
僧
を
」
み
て
い
へ
る
は
、
上
人
は
揚
州

の
都
に
趣
ん
と
て
風
に
飄
」
さ
れ
て
此
處
へ
来
り
給
ふ
と
み
へ
た
り
、
と
云
へ
り
。
彼
僧
」

是
を
聞
給
ひ
て
、
尤
、
と
答
け
れ
は
、
揚
州
へ
お
も
む
か
ん
」
と
お
も
ひ
給
は
此
書
帖
を
持

て
行
給
へ
、と
て
書
帖
を
」
認
て
、揚
州
鐘
山
寺
の
西
行
南
頭
の
第
二
房
に
て
黄
」
頭
と
尋
、

此
書
帖
を
渡
給
へ
、
と
云
て
立
わ
か
れ
給
へ
は
」
僧
は
則
船
に
打
乗
て
座
し
て
目
を
閉
給
ふ

に
風
静
」
に
し
て
眼
を
開
見
け
れ
は
、
船
は
忽
揚
州
の
西
の
岸
」
に
着
け
り
。
頓
て
船
よ
り

あ
か
り
て
数
十
里
斗
行
て
」
都
に
入
給
ひ
鐘
山
寺
を
尋
給
に
西
行
南
頭
第
二
房
」
は
宝
誌
和

尚
の
寺
な
り
け
る
か
、
黄
頭
と
尋
け
る
に
」
更
に
答
人
な
し
。
又
宝
誌
和
尚
と
尋
け
れ
は
、

宝
誌
」
は
常
に
内
裏
に
ま
し
ま
せ
は
百
日
に
一
度
も
此
寺
に
移
」
給
ふ
事
な
し
、と
い
へ
り
。

然
る
に
忽
誌
公
は
寺
の
厨
に
ま
」
し
ま
し
て
、
た
と
へ
は
酒
の
ゑ
い
さ
め
の
こ
と
く
成
体
に

て
、」
何
と
て
我
に
は
食
を
あ
た
へ
さ
る
や
、
と
の
た
ま
へ
は
、
臨
海
寺
」
の
僧
是
を
み
て

試
に
沙
弥
を
く
り
に
つ
か
は
し
、
黄
頭
、
と
」
呼
し
む
れ
は
、
誰
か
我
を
よ
ふ
、
と
て
忽
誌

公
出
給
る

（
マ
マ
）て

、」
沙
弥
と
共
に
彼
僧
の
も
と
に
い
た
り
給
ひ
て
の
た
ま
わ
く
、」
汝
は
猟
犬
を

持
来
り
。
我
を
と
ら
ゑ
ん
と
た
く
み
け
る
」
か
何
と
て
お
そ
く
来
れ
る
や
、と
被
仰
け
れ
は
、

臨
海
」
寺
の
僧
是
を
聞
大
き
に
驚
、
頓
て
誌
公
を
礼
拝
し
」
慙
愧
懺
悔
し
て
、
則
書
帖
を
捧

た
ま
へ
は
、
誌
公
書
を
披
き
」
見
給
ひ
て
、
方
丈
の
道
人
我
を
よ
ふ
何
月
何
日
に
か
へ
る
」

へ
し
、
と
指
を
屈
し
か
そ
へ
給
ひ
て
、
又
此
僧
と
語
り
」
た
ま
ふ
事
も
な
し
。
衆
人
書
記
し

て
述
け
る
に
天
監
」
十
三
年
の
冬
、
台
城
の
後
堂
に
お
ゐ
て
何
人
と
も
し
ら
」
す
よ
は
わ
り

け
る
は
、
さ
ら
ん
と
し
た
ま
ふ
こ
と
旬
日
を
す
」
き
す
、
と
い
ひ
て
失
け
り
。
然
る
に
禅
師

は
や
ま
ひ
」
な
し
と
い
へ
と
も
、
兼
て
日
さ
し
を
し
給
ひ
、
同
天
監
十
三
」
年
十
二
月
六
日

こ
と
ふ
き
九
十
三
才
に
し
て
遷
化
し
」
給
ふ
。
誠
に
御
屍
骸
異
香
薫
し
御
貌
は
い
ろ
も
か
」

わ
り
た
ま
は
す
。
し
か
る
に
御
遷
化
の
時
禅
師
の
室
に
」
一
燈
を
の
こ
し
た
ま
へ
は
武
帝
是

を
歎
し
て
の
た
ま
は
く
、」
大
師
は
朕
に
法
灯
を
の
こ
し
た
ま
へ
り
、と
て
、武
帝
黄
金
」
弐

拾
万
両
を
も
つ
て
建
康
鐘
山
の
独
龍
の
岡
を
も
と
」
め
、
禅
師
の
遺
像
を
葬
た
も
ふ
。
然
に

葬
送
の
砌
空
」
中
雲
の
中
に
お
ゐ
て
ほ
さ
つ
と
現
し
給
ふ
。
帝
ゑ
い
ら
ん
」
ま
し
ま
し
て
、

や
か
て
道
林
真
覚
ほ
さ
つ
と
お
く
り
名
を
」
し
給
ふ
。

　

又
墓
所
に
一
宇
の
伽
藍
を
建
立
し
給
ふ
て
」
其
寺
号
を
開
善
寺
と
付
給
ふ
。
扨
又
陸

と

云
者
に
」
勅
し
給
ひ
、
銘
を
塚
の
内
に
製
し
給
ふ
。
又
五

（
王
か
）筠

と
云
者
」
碑
の
文
を
寺
門
に
勤

し
け
り
。

　

又
定
林
寺
と
云
招
提
に
彼
」
紫
栴
檀
の
像
を
納
給
ふ
。
誌
公
述
作
し
給
聖
教
は
大
乗
」
賛

十
篇
料
誦
十
四
篇
十
二
時
の
韻
等
な
り
。
皆
是
其
道
」
儀
を
宣
た
ま
へ
り
。

　

彼
天
監
十
三
年
は
吾
朝
人
王
廿
七
代
継
」
体
天
皇
の
御
宇
辛
午
の
年
に
あ
た
れ
り
。
凡
元

禄
二
」
年
己
巳
の
年
ま
て
は
一
千
百
七
十
六
年
の
星
霜
を
経
る
」
な
り
。
上
件
の
誌
公
の
来

由
は
委
は
支
那
選
述
仏
祖
通
載
八
九
」
の
巻
。
又
は
仏
祖
統
紀
卅
四
卅
八
篇
、
尺
氏
稽
古
略

二
篇
等
近
」
く
は
本
朝
宇
治
大
納
言
の
拾
遺
集
。
又
は
観
音
感
通
伝
の
中
」
巻
沙
門
智
海
の

仏
法
神
変
集
等
に
明
に
是
を
記
も
の
な
り
。」

　

已
上
漢
土
の
有
縁
畢
ぬ
。

　

已
下
又
誌
公
の
像
」
日
本
の
来
由
な
り
」

　

爰
に
我
朝
仁
王
卅
五
代
舒
明
天
皇
の
御
宇
辛
午
正
月
朔
日
に
」
和
州
葛
木
の
郡
茅
原
の
里

に
役
の
優
婆
塞
と
云
し
人
出
生
」し
給
ふ
。
幼
時
よ
り
其
性
発
明
に
し
て
年
廿
二
の
時
独
り
」

家
を
出
給
ひ
、
同
国
か
つ
ら
き
山
に
分
入
廿
余
年
の
星
」
霜
を
経
て
既
に
仙
術
を
修
練
し
通

力
自
在
の
誉
を
」
得
給
。
然
る
に
人
王
四
十
二
代
の
帝
文
武
天
皇
の
御
宇
己
亥
」
年
五
月
に

小
角
事
の
故
有
り
て
、
東
国
伊
豆
の
大
嶋
」
に
流
れ
配
所
に
居
給
ふ
事
既
に
三
ケ
年
の
間
な

り
小
角
」
飛
行
の
体
な
れ
は
夜
ゝ
は
は
る
〳
〵
冨
士
山
に
の
ほ
り
、
明
」
れ
は
配
所
に
帰
り

居
給
ふ
。
然
る
に
小
角
配
所
へ
御
母
一
所
に
」
ま
し
ま
し
け
れ
は
、
一
日
御
母
を
鉢
に
乗
、

み
つ
か
ら
ハ
草
を
座
」
と
し
て
海
に
う
か
ひ
暫
時
の
う
ち
も
ろ
こ
し
へ
渡
り
給
」
け
る
に
其

折
南
都
元
興
寺
の
道
昭
律
師
求
法
の
た
め
」
に
入
唐
し
給
ひ
け
れ
は
忽
虎
一
疋
来
り
。
律
師

を
作
」
礼
し
て
和
国
の
言
葉
に
て
い
わ
く
、
新
羅
山
の
中
に
虎
」
多
く
集
る
。
か
れ
に
来
り

て
法
を
と
き
化
益
し
給
へ
、」
と
い
ふ
。
律
師
、尤
、と
請
給
へ
は
頓
て
其
所
へ
誘
引
す
。
既
」

に
五
百
あ
ま
り
の
虎
あ
り
。
律
師
も
ろ
〳
〵
の
虎
に
」
対
し
説
法
し
た
ま
へ
は
、
さ
い
せ
ん
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の
虎
、
律
師
の
言
葉
を
」
う
け
て
も
ろ
こ
し
の
虎
の
言
葉
に
な
し
て
是
を
と
く
。」
故
に
も

ろ
〳
〵
の
虎
此
通
し
に
よ
つ
て
と
く
〳
〵
と
仏
法
」
を
聴
聞
す
。
既
に
説
法
畢
て
、
律
師
通

し
の
虎
に
と
ひ
」
給
ふ
は
、
何
と
て
其
方
は
に
本
の
こ
と
は
を
よ
く
し
り
ぬ
、」
と
問
ひ
給

へ
は
、
虎
答
て
い
は
く
、
我
は
こ
れ
に
本
役
の
優
」
婆
塞
な
り
。
も
ろ
こ
し
の
異
類
を
化
さ

ん
た
め
に
来
れ
」
り
、
と
云
へ
り
。
道
昭
も
是
を
き
こ
し
め
し
深
く
行
者
の
徳
」
を
た
ん
し

給
ふ
。
そ
れ
よ
り
も
と
の
姿
と
成
給
ひ
、
か
な
た
」
こ
な
た
を
め
く
り
た
ま
ひ
、
建
康
の
鐘

山
に
お
も
む
き
給
。」
彼
武
帝
造
営
な
し
給
ふ
誌
公
の
真
影
十
一
面
観
世
音
」
菩
薩
の
尊
像

を
拝
み
た
ま
ひ
帰
敬
浅
か
ら
す
。
か
つ
う
は
」
弘
法
利
生
の
た
め
な
れ
は
と
て
、
彼
尊
像
を

こ
ひ
う
け
」
給
ひ
帰
朝
の
砌
隋
身
し
給
ひ
則
伊
豆
国
庭
冷
山
と
云
」
所
に
納
た
ま
ひ
流
刑
の

内
専
印
呪
加
持
し
給
ふ
。
然
る
」
に
小
角
の
入
唐
し
給
ふ
よ
り
ま
へ
誌
公
入
斎
の
ほ
と
を
」

か
ん
か
ふ
る
に
二
百
余
歳
の
星
霜
を
満
つ
。

　

又
其
後
」
延
暦
年
中
に
弘
法
大
師
諸
国
を
め
く
り
給
ふ
お
り
伊
」
豆
国
桂
谷
山
寺
に
至
り

給
ふ
。
桂
谷
山
又
は

修
禅
寺
共
云

大
師
御
指
に
て
」
虚
空
に
む
か
ひ
大
般
若
経
を
う
つ
し
給
ふ
に
魔
事
品
」
に

至
て
文
字
忽
虚
空
に
現
し
さ
ま
〳
〵
奇
瑞
を
」
な
し
給
ふ
折
空
海
ま
と
ろ
み
夢
み
ら
く
。
此

寺
よ
り
南
の
」
高
き
峯
に
お
ゐ
て
大
悲
の
尊
像
ま
し
ま
す
。
是
則
昔
日
」
も
ろ
こ
し
に
宝
誌

禅
師
と
て
世
に
尊
き
知
識
あ
り
。
其
」本
地
十
一
面
観
世
音
ほ
さ
つ
の
真
影
を
梁
の
武
帝
紫
」

栴
柦檀

の
香
木
を
以
う
つ
し
後
に
は
鐘
山
に
納
給
ふ
を
、
役
」
の
小
角
通
力
を
以
て
入
唐
し
彼

像
を
拝
み
隋
身
し
」
給
ふ
霊
像
な
り
。
急
き
尋
て
お
か
め
よ
、
と
か
く
の
こ
と
く
」
霊
夢
を

得
給
ひ
て
や
か
て
夢
覚
て
彼
地
に
お
も
む
き
」
給
ひ
け
れ
は
夢
に
た
か
は
す
ほ
さ
つ
の
像
ま

し
ま
し
け
」
れ
は
、
大
師
深
〳
〵
た
と
み
給
ひ
印
真
加
持
し
給
ひ
て
尊
」
像
雨
露
に
う
つ
も

れ
給
ふ
を
か
な
し
み
山
中
に
一
宇
の
」
草
堂
を
建
立
し
給
ふ
。

　

其
後
又
年
積
て
源
の
頼
朝
公
」石
橋
山
合
戦
の
砌
兵
火
の
た
め
に
草
堂
は
焼
う
せ
ぬ
。」し

か
れ
と
も
本
尊
は
麓
の
土
民
取
か
く
し
置
し
を
伊
」
豆
守
仲
綱
公
本
願
と
し
て
亡
父
兵
庫
守

頼
政
又
あ
や
め
の
前
の
た
め
に
木
像
を
伊
豆
の
国
に
建
立
し
給
。」
折
ふ
し
お
も
は
さ
る
に

山
中
に
て
菩
薩
の
像
を
拝
み
た
ま
ひ
」
山
中
常
に
霧
ふ
か
く
雨
露
の
し
た
々
り
に
よ
つ
て
尊

像
」
朽
給
ふ
事
を
悲
し
み
後
世
ほ
た
い
の
た
め
に
と
て
既
」
に
一
宇
の
堂
を
建
立
し
給
ふ
。

し
か
れ
と
も
山
中
」
嵐
は
け
し
く
湿
気
甚
敷
故
に
や
む
か
し
の
堂
は
名
は
」
か
り
に
て
本
尊

は
わ
つ
か
の
わ
ら
や
に
年
ふ
り
給
ふ
。
然
る
」
に
い
つ
と
な
く
伊
豆
国
中
の
諸
人
此
尊
像
を

拝
み
出
し
」
種
々
の
祈
願
を
か
け
け
る
に
一
つ
と
し
て
満
足
せ
す
と
い
ふ
」
事
な
し
。
大
悲

の
利
益
多
き
中
に
も
取
わ
け
も
ろ
〳
〵
の
」
病
苦
を
す
く
い
給
ふ
か
ゆ
へ
に
人
此
尊
像
を
病

即
消
滅
」
の
観
世
音
ほ
さ
つ
と
唱
へ
け
り
し
か
し
此
ほ
さ
つ
の
御
名
」
を
は
実
に
は
誌
公
観

世
音
ほ
さ
つ
と
申
な
り
。

　

扨
其
霊
」
験
を
伝
聞
に
明
徳
元
年
の
頃
伊
豆
の
国
伊
東
村
の
近
郷
」
住
山
本
図
書
と
い
へ

る
人
有
。
此
人
ひ
と
り
の
男
子
を
持
け
る
」
に
幼
し
て
疱
瘡
を
わ
つ
ら
い
両
眼
盲
目
と
な
り

ぬ
。
父
母
」
是
を
ふ
か
く
悲
し
み
此
尊
像
の
霊
験
あ
ら
た
な
る
事
を
」
聞
つ
た
へ
、
則
参
詣

を
な
し
ほ
さ
つ
の
尊
体
を
拝
し
奉
り
」
信
心
折
に
め
い
し
既
に
一
七
日
参
詣
の
祈
願
を
な
し

し
」
処
に
大
悲
の
誓
願
時
を
ま
た
す
、
い
ま
た
一
七
日
ま
ん
せ
さ
」
る
内
に
病
人
両
眼
本
の

こ
と
く
ひ
ら
き
け
れ
は
両
親
是
」
を
よ
ろ
こ
ひ
薩
埵
の
御
か
け
と
尊
く
お
も
ひ
侍
り
則
み
」

つ
か
ら
一
字
三
礼
の
普
門
品
卅
三
篇
と
写
し
彼
草
堂
」
の
砌
に
納
め
供
養
の
た
め
に
石
碑
を

建
立
せ
し
と
」
か
や
。
さ
れ
は
今
に
お
き
伊
豆
の
高
峯
に
彼
石
碑
有
」
て
明
徳
の
年
号
か
す

か
に
み
へ
け
る
と
彼
国
の
人
」
い
ひ
伝
へ
け
り
。
さ
れ
は
に
や
此
尊
像
疱
瘡
の
病
難
を
」
利

益
し
給
ふ
事
道
理
尤
や
い
か
ん
と
な
れ
は
、
も
と
」
十
一
面
観
世
音
菩
薩
は
疱
瘡
の
守
護
の

大
士
な
り
。

　

其
」
例
證
を
か
ん
か
う
る
に
吾
朝
越
前
国
泰
澄
禅
師
も
」
本
地
十
一
面
観
世
音
ほ
さ
つ
に

し
て
利
生
方
便
是
多
し
。」
然
る
に
天
平
八
年
の
頃
天
下
疱
瘡
多
く
し
て
上
下
萬
」
民
老
少

と
な
く
皆
是
を
わ
つ
ら
ひ
十
死
一
生
の
事
」
成
に
上
天
子
よ
り
泰
澄
禅
師
に
十
一
面
観
世
音

ほ
さ
つ
」
の
法
を
執
行
有
へ
き
よ
し
勅
定
な
し
給
ひ
け
れ
は
、
澄
」
公
勅
に
随
て
是
を
修
し

給
ふ
処
に
天
下
の
疱
瘡
忽
平
」
癒
し
死
せ
る
も
の
も
こ
と
〳
〵
く
蘇
生
せ
し
と
。
誠
に
」
薩

埵
の
大
慈
悲
身
を
六
体
に
分
て
広
く
六
道
の
受
苦
」
を
す
く
ひ
給
ふ
中
に
も
取
わ
け
十
一
面

の
尊
像
は
修
羅
」
道
の
重
苦
を
救
ひ
給
ふ
。
故
に
又
は
大
光
普
照
観
世
音
菩
薩
」
と
も
申
な
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り
。
十
一
面
と
申
ハ
さ
つ
た
の
頭
上
に
十
体
の
仏
ほ
さ
」
つ
を
い
た
き
給
ふ
。
右
の
御
方
に

は
大
日
尺
迦
文
殊
の
三
体
、」
又
左
の
御
方
に
は
不
動
虚
空
蔵
地
蔵
の
三
体
、
う
し
ろ
に
は
」

勢
至
弥
勒
の
弐
体
、
眉
間
に
は
弥
陀
如
来
、
頭
上
に
薬
師
如
来
、」
本
体
を
く
わ
へ
十
一
め

ん
と
成
給
ふ
。
し
か
れ
は
此
尊
像
に
む
」
か
ひ
奉
れ
は
お
の
つ
か
ら
数
々
の
仏
ほ
さ
つ
に
結

縁
し
奉
」
な
り
。

　

又
仏
説
十
一
面
神
呪
経
に
説
て
の
た
ま
わ
く
、
若
善
男
」
子
善
女
人
有
て
毎
朝
神
呪
一
百

八
反
を
念
誦
せ
は
現
世
に
」
お
ゐ
て
十
種
の
勝
利
を
あ
た
へ
ん
、
と
云
へ
り
。
其
勝
利
と
い

ふ
は
」
一
に
は
身
常
に
病
な
く
、
二
に
は
常
に
十
方
の
諸
仏
摂
受
し
給
ふ
。」
三
に
は
財
宝

衣
食
受
用
す
る
に
つ
く
る
事
な
く
、四
に
は
」
よ
く
お
ん
て
き
を
伏
し
て
お
そ
る
々
所
な
く
、

五
に
は
も
ろ
〳
〵
」
の
尊
霊
の
た
め
に
恭
敬
せ
ら
れ
、
六
に
は
毒
虵
悪
鬼
の
」
さ
わ
り
を
の

か
れ
、
七
に
は
一
切
の
刀
杖
の
難
な
く
、
八
に
は
水
に
」
お
ほ
る
ゝ
事
あ
た
は
す
。
九
に
は

火
焼
事
あ
た
は
す
。
十
に
は
横
死
」
有
事
な
し
、
と
か
く
の
こ
と
く
勝
利
を
説
給
ふ
。
爰
に

当
尊
」
和
朝
に
渡
給
ひ
し
よ
り
貞
享
四
年
丁
卯
の
年
ま
て
」
九
百
八
十
九
年
に
お
よ
ひ
、
聚

落
に
出
給
ひ
多
く
の
衆
生
を
」
利
益
し
給
ふ
事
さ
つ
た
の
大
悲
浅
か
ら
さ
る
事
た
れ
人
」
か

信
仰
せ
さ
ら
ん
や
。
さ
れ
は
に
や
大
悲
の
威
光
日
々
に
ま
」
し
重
病
の
輩
昼
夜
に
参
詣
を
な

し
て
勝
利
を
得
」
も
の
数
を
し
ら
す
。

　

又
幼
児
絶
命
に
及
し
か
此
尊
像
に
」
祈
誓
せ
し
め
て
忽
蘇
生
せ
し
も
有
。

　

又
此
尊
寄
」
附
の
優
婆
塞
は
元
禄
二
年
己
巳
正
月
廿
八
日
の
あ
し
た
」
当
尊
枕
の
も
と
に

現
し
給
ひ
、
さ
か
ゆ
る
や
補
陀
落
山
の
」
花
さ
か
り
、
と
あ
る
一
句
を
夢
の
内
に
さ
つ
け
給

ふ
。
此
外
当
」
尊
新
古
の
霊
験
は
牛
車
に
積
て
も
あ
ま
り
有
物
哉
。」

　

上
件
の
和
朝
の
伝
記
等
は
師
練
の
尺
書
一
の
巻
又
十
五
」
の
篇
亦
袖
中
抄
六
巻
見
聞
閑
書

十
一
面
経
等
を
も
」
つ
て
是
を
記
し
其
外
当
尊
古
来
の
伝
説
を
尋
」
か
つ
う
は
本
尊
の
厚
徳

を
顕
ん
か
た
め
又
は
衆
生
の
」
信
心
を
勧
ん
と
お
も
ひ
く
わ
し
く
縁
起
を
つ
々
り
一
」
軸
と

な
し
畢
。」

　
　

元
禄
二
歳
己
巳
三
月
上
旬
洛
下
西
往
寺
四
世
」
念
蓮
社
専
誉
甚
阿
恢
存
叟
勤
誌
之
」

　
　

追
加
」

当
尊
か
く
都
に
出
給
ふ
事
光
舟
昔
日
豆
州
在
住
の
砌
」
ふ
覚
に
此
尊
を
拝
み
奉
り
山
中

に
う
つ
も
れ
雨
露
の
し
た
ゝ
」
り
、
ふ
か
く
尊
像
損
し
給
ふ
事
を
悲
し
み
彼
所
の
人
々

に
」
此
尊
像
を
乞
受
、
遥
々
都
に
隋
身
せ
し
め
尊
像
破
」
壊
し
給
ふ
所
を
か
い
つ
く
ろ

ひ
、
後
世
ほ
た
い
の
た
め
に
」
当
寺
常
住
物
に
納
給
ふ
も
の
な
り
」

　
　
　

維
時
貞
享
四
年
仲
秋
時
正
日
」

　
　
　
　
願
主

筧
氏
市
タ
子

光
舟
法
名

西
岡
浄
紅
善
士
」
喜
捨
之
」
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